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－私たちが創世会メンバーです。－

　
市
議
会
が
市
長
に
対
し
提

出
し
た
、「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
第
一
次
提
言
書
」
に
は
、

福
島
県
沖
の
洋
上
風
力
発
電

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
に

着
手
す
る
こ
と
、
と
い
う
一

項
目
が
あ
り
ま
す
。
要
望
書

の
提
出
は
８
月
26
日
で
す

が
、
そ
の
一
日
前
の
25
日
、

い
わ
き
市
内
で
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
地

域
復
興
」
を
テ
ー
マ
に
、
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
福
島

県
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
推
進
連
絡
会
の
メ
ン
バ
ー

に
も
選
ば
れ
た
、
東
京
大
学

の
石
原
孟
教
授
が
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
い
わ

き
市
沖
の
洋

上
風
力
発
電

の
可
能
性
が

語
ら
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
講
演

か
ら
、
19
日

後
９
月
13
日

に
、
産
経
新

聞
一
面
ト
ッ

プ
に
、「
洋

上
風
力
で
福

島
照
ら
す
」

と
い
う
記
事
が
載
り
ま
し

た
。
政
府
が
福
島
県
沖
、
な

か
ん
ず
く
、
い
わ
き
沖
に
洋

上
風
力
発
電
所
を
建
設
す
る

と
い
う
内
容
で
す
。

　
こ
れ
は
、
い
わ
き
市
や
議

会
な
ど
関
係
者
の
努
力
の
結

果
で
す
。洋
上
風
力
発
電
は
、

息
の
長
い
、
そ
し
て
大
き
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
将
来

は
輸
出
産
業
に
も
な
り
得
え

ま
す
。
雇
用
を
確
保
す
る
上

で
は
、
生
産
拠
点
を
い
わ
き

に
作
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
創
世
会
と
し
て
は
、
引
き

続
き
、
洋
上
風
力
発
電
の
可

能
性
に
つ
い
て
、
追
求
し
て

参
り
ま
す
。

（
山
本
健
一
）

　　
３
・
11
か
ら
半
年
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
今
な
お
被

曝
の
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
ま

せ
ん
。
被
災
者
の
複
雑
な
思

い
と
不
安
を
考
え
ま
す
と
、

早
く
復
旧
を
進
め
て
復
興
の

姿
を
明
示
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
本
市
は
国
県
と
ほ
ぼ
同
時

併
行
的
に「
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

が
作
ら
れ
、
年
内
に
は
「
復

興
計
画
」
が
明
ら
か
に
な
る

予
定
で
す
。
現
在
、
そ
の
た

め
市
民
レ
ベ
ル
に
お
い
て
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、

本
市
内
に
住
ま
わ
れ
て
お
ら

れ
る
双
葉
郡
の
被
災
者
の

方
々
は
約
二
万
人
に
及
ぶ
と

言
わ
れ
て
お
り
、
い
わ
き
市

民
と
同
様
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
い
わ
き
市
議
会
は
こ
う
し

た
現
実
を
受
け
て
「
東
日
本

大
震
災
復
興
特
別
委
員
会
」

で
は
各
分
科
会
委
員
の
英
知

を
集
め
、
去
る
８
月
26
日
、

渡
辺
市
長
に
「
第
一
次
提
言

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
そ

の
骨
子
は
、生
活
再
建
支
援・

居
住
環
境
整
備
、
地
域
産
業

再
生・復
興
及
び
雇
用
対
策
、

そ
し
て
防
災
ま
ち
づ
く
り
及

び
原
子
力
災
害
対
策
の
三
本

で
す
。

　
何
れ
に
も
共
通
す
る
の
が

情
報
の
発
信
と
共
有
で
す
。

被
災
者
の
思
い
に
寄
り
添
っ

て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
な
く
し
て
復
旧
・
復

興
の
途
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

な
お
現
在
、
第
二
次
提
言
に

向
け
て
作
業
を
始
め
ま
し

た
。

　

本
市
も
こ
の
程
、「
復
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
理
念
の
第

一
に「
オ
ー
ル
い
わ
き
、オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
発
震
以
降
の
対
応

を
見
る
に
つ
け
、
こ
の
点
が

最
大
の
課
題
で
し
た
し
、
弱

さ
を
露
呈
し
た
の
で
す
。
同

時
に
本
市
の
ピ
ー
ア
ー
ル
も

弱
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
原
発
の
廃
炉
、
徹
底
し
た

除
染
、
被
災
住
民
の
手
に
よ

る
復
興
計
画
づ
く
り
の
た
め

に
、
私
達
創
世
会
は
積
極
的

に
各
分
野
で
提
言
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ご
教
授
賜
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
大
震
災
の
体
験
を
ど

う
教
訓
化
す
る
か
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
特
に
津
波
で
は

豊
間
小
・
中
、
四
倉
中
、
永

崎
小
等
の
避
難
の
経
験
と
岩

手
三
陸
海
岸
で
の
学
校
教
育

に
学
ぶ
こ
と
で
す
。

　
岩
手
県
釜
石
市
の
津
波
防

災
教
育
が
今
回
活
か
さ
れ
た

こ
と
の
背
景
に
は
、
長
年
に

わ
た
る
群
馬
大
学
教
授
の
片

田
敏
孝
さ
ん
の
指
導
に
よ
る

も
の
で
す
。「
地
震
が
起
き

た
ら
、
と
に
か
く
逃
げ
る
こ

と
」
と
教
え
訓
練
し
た
の
で

す
。

　
放
射
能
か
ら
身
を
守
る
こ

と
も
課
題
で
す
。
今
日
に
お

い
て
も
放
射
性
物
質
は
放
出

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
今
後

と
も
内
部
被
曝
を
減
少
す
る

た
め
知
恵
を
発
揮
す
る
こ
と

で
す
。

　
長
年
、
日
本
消
費
者
連
盟

で
活
動
し
原
子
力
被
曝
に
精

通
し
た
船
瀬
俊
介
さ
ん
は
著

書
「
放
射
能
生
活
の
注
意
事

項
」
で
「
放
射
能
は
体
に
入

れ
な
い
、
身
体
に
入
っ
た
放

射
能
は
体
か
ら
出
す
」
と
記

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
生

命
を
守
る
事
は
大
人
の
責
任

で
す
。

〈
鈴
木
利
之
〉

オ
ー
ル
い
わ
き
体
制
は

智
恵
の
結
集
で

い
わ
き
沖
の

洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て 

福島県いわき市沖に建設される、浮体式風車の
完成予想図（石原孟教授提供）

津
波
・
地
震
の

防
災
教
育
を

東日本大震災復興特別委員会、第一次提言書を提出


